（参考様式：導入効果証明書） 
 
省エネ化、省力化、生産性の向上に資する機器等の導入効果について 
 
（申請者氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　 　                               
	  
	導入前 
	導入後 

	名称 
	  
	  

	メーカー等 
	  
	  

	型式 
	  
	  

	効果

※１つ以上選択して、具体的な効果を記入してください。 
	
	省力化 
	

	
	
	省エネ化 
	

	
	
	高品質化 
	

	
	
	収量増加 
	


※効果がわかるカタログ等を添付してください。
※機械更新の場合は、従前使用していた機械と比較して効果を記載してください。新規導入の場合は、導入前の欄は記入せずに、効果については、裏面の省エネ・省力化が期待できる機能の有無を確認してください。機能がある場合は、「効果欄」に機能名を書いて、どのような効果が期待されるかご記入ください。
※カタログ等で効果が確認できない場合は、下記証明者記入欄に農業機械整備技能士による証明を添付してください。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝　証明者記入欄　＝＝＝＝＝＝＝＝＝

上記のとおり導入の効果を認めます。 
 
令和  年  月  日 
 
 	上記のとおり導入の効果を認めます。 
 	 
	証明者（農業機械整備技能士） 	                   印 





省エネルギー化等が期待される機能
	設備・機械・機能（一例）
	期待できる効果

	アイドリングストップ
電気式農業機械
遠赤外線による乾燥機能
ヒートポンプ式乾燥機
施設園芸用自動環境制御システム（水やり、温度、液肥）　等
環境負荷低減型農業ハウス　等
	・待機時のエネルギー消費が抑制できる。
・熱効率の良い設備・機能を活用することでエネルギー消費の期待ができる。
・センサー等の活用により、施肥や防除作業などを含め、無駄なエネルギー消費が抑制できる。






省力化が期待できる設備・機械・機能
	設備・機械・機能名（一例）
	期待できる効果

	農業用ドローン
自動操舵システム
自動走行システム
ラジコン草刈り機
自動選別機
	・センサーやスマート機能により、作業時間の短縮が期待できる。
・自動化・無人化を図ることで、作業時間の短縮が期待できる





